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古紙配合率 １００％再生紙を使用しています。

１
公
共
・
公
益
施
設
の
現
況
調
査

　

市
内
に
あ
る
公
共
･
公
益
施
設
を
施
設
分
類
・
種

類
・
名
称
に
分
け
、
所
在
地
番
や
敷
地
の
面
積
等
を

調
査
し
、
こ
れ
ら
を
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
上
に
入
力

し
、
総
合
的
な
再
編
・
再
配
置
を
進
め
て
い
く
資
料

と
し
ま
す
。

２
基
礎
調
査

○
日
本
の
社
会
経
済
の
状
況
、
狛
江
市
の
社
会
経
済

の
現
況
調
査

○
こ
れ
ま
で
の
市
民
意
識
調
査
、
予
算
要
望
等
を
は

じ
め
と
す
る
市
民
要
望
の
調
査

　

こ
れ
ら
の
調
査
と
市
の
基
本
構
想
・
基
本
計
画
を

は
じ
め
各
分
野
の
基
本
計
画
の
示
す
方
向
性
を
踏
ま

え
、
課
題
の
整
理
と
問
題
点
の
抽
出
を
行
い
ま
す
。

３
未
利
用
地
等
の
実
態
調
査

○ 
市
の
保
有
す
る
未
利
用
地
等
と
活
用
を
図
る
土
地

等
の
実
態
把
握
を
行
い
ま
す
。
そ
の
主
な
候
補
地
と

し
て
は

�
通
称
北
口
三
角
地

�
狛
江
市
健
康
相
談
所

�
公
共
施
設
予
定
地

�
学
校
統
廃
合
後
に
よ
る
跡
地

�
都
水
道
局
用
地

�
ス
ポ
ー
ツ
広
場
等
（
市
民
グ
ラ
ン
ド
・
小
足
立
児

童
グ
ラ
ン
ド
・
東
野
川
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
元
和
泉
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
）

�
水
路
敷
跡
地

　

こ
れ
ら
の
沿
革
調
査
を
行
い
、
狛
江
市
内
に
置
か

れ
た
位
置
や
状
況
を
勘
案
（
物
件
特
性
・
地
域
特
性
・

接
道
状
況
･
法
的
規
制
・
権
利
関
係
・
税
金
関
係
）

し
適
切
な
施
設
等
の
方
向
性
を
検
証
し
ま
す
。

１
保
有
を
前
提
と
す
る
資
産
の
活
用
方
策
の
検
討

　

行
政
需
要
の
多
い
保
育
所
（
公
設
･
民
設
を
含
め
）

や
市
政
情
報
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
、
新
中
央

図
書
館
等
約　

の
事
業
名
を
掲
げ
そ
れ
ぞ
れ
に
事
業

１０

手
法
、
資
金
調
達
手
法
等
を
考
察
し
、
複
数
の
手
法

が
想
定
さ
れ
る
項
目
に
つ
い
て
は
、
各
手
法
に
お
け

る
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
も
提
案
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
保
有
を
前
提
と
し
な
い
資
産
の
活
用
方
策
の
検
討

　

保
有
し
た
ま
ま
多
用
途
に
転
用
す
る
方
策
、
お
よ

び
土
地
売
却
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

　

以
上
の
こ
と
を
市
長
を
本
部
長
と
し
部
長
等
で
組

織
す
る
ま
ち
づ
く
り
総
合
プ
ラ
ン
推
進
本
部
に
提
案

し
て
い
き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
今
後
、
広
聴
会
等
で
市
民
各

層
か
ら
広
く
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
ま
ち
づ
く

り
総
合
プ
ラ
ン
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
企
画
調
整
課　

　

各

種

調

査

項

目　

　

資

産

管

理

の

検

討

項

目　

　

プ

ラ

ン

策

定

に

向

け

て　

■公共施設予定地
　東和泉１丁目の土地で約
２,３００�あり、現在は自転車
等の返還場所となっていま
す。

■現在の和泉小学校（旧四小）
　多摩川住宅内にあり、今年
の４月１日以降は旧八小に移
転します。今後も体育館と校
庭は使用できます。

■通称北口三角地
　狛江駅北口前の土地で約
１,５００�あり、平成１４年度中
には一部の土地を活用し、交
番が設置される予定です。

■狛江市健康相談所
　元和泉１丁目の土地で約
７７０�あり、健康相談所とし
て活用しています。

■都水道局用地■都水道局用地
　ふれあい広場沿いの土地ふれあい広場沿いの土地
で、現在は水道局資材置場にで、現在は水道局資材置場に
なっています。なっています。
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　当市には、現在未利用地となっている土地（通称北口三角地）や公共施設予定地当市には、現在未利用地となっている土地（通称北口三角地）や公共施設予定地
として取得していた土地（現在は自転車返還場所）、統廃合による学校跡地や本として取得していた土地（現在は自転車返還場所）、統廃合による学校跡地や本
来の用途を終えた土地（水路敷跡地）等があります。来の用途を終えた土地（水路敷跡地）等があります。
また、都市計画緑地内にある元和泉の都水道局資材置場は、東京都が有効活用　また、都市計画緑地内にある元和泉の都水道局資材置場は、東京都が有効活用

をを図る図る方向となっています。方向となっています。
その他、市内にある公共・公益施設の中には、老朽化が進み建替えや大規模な　その他、市内にある公共・公益施設の中には、老朽化が進み建替えや大規模な

修繕等を必要とする施設も存在しています。修繕等を必要とする施設も存在しています。
市民からは多様な施設要望が出される一方、近年地方財政を取り巻く環境は厳　市民からは多様な施設要望が出される一方、近年地方財政を取り巻く環境は厳

しくなっており、当市においても今後更なる行財政運営の効率化を図る必要があしくなっており、当市においても今後更なる行財政運営の効率化を図る必要があ
ります。ります。
そこで、こうした公共用地・公共施設を、まちづくりや市民要望実現に向けて　そこで、こうした公共用地・公共施設を、まちづくりや市民要望実現に向けて

再編・有効活用等を図るため、まちづくりのための総合プランを策定することと再編・有効活用等を図るため、まちづくりのための総合プランを策定することと
し、次の項目について調査・検討を行います。し、次の項目について調査・検討を行います。 
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市
民
税
・
都
民
税
の
申
告
と
所
得

税
の
確
定
申
告
の
受
け
付
け
が
始
ま

り
ま
す
。
３
月
は
窓
口
が
大
変
混
雑

し
ま
す
。
申
告
は
、
早
め
に
済
ま
せ

ま
し
ょ
う
。

■
申
告
が
必
要
な
方

　

今
年
１
月
１
日
現
在
、
狛
江
市
に

住
所
が
あ
り
、
次
に
該
当
す
る
方　

▽
公
的
年
金
受
給
者
で
確
定
申
告
の

必
要
の
な
い
方

▽
給
与
か
ら
市
民
税
･
都
民
税
が
天

引
き
さ
れ
て
い
な
い
方

▽
給
与
所
得
の
み
の
方
で
、
昨
年
中

途
退
職
し
、
そ
の
後
就
職
し
て
い
な

い
方

▽
市
外
に
住
ん
で
い
て
、
市
内
に
事

業
所
、
事
務
所
ま
た
は
家
屋
敷
を
お

持
ち
の
方

▽
収
入
の
な
い
方
で
も
、
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
や
、
非
課

税
証
明
書
を
必
要
と
す
る
方
は
、
申

告
が
必
要
で
す
。

※
所
得
税
の
確
定
申
告
を
提
出
す
る

方
は
、
市
民
税
・
都
民
税
の
申
告
は

不
要
で
す
。

■
申
告
と
相
談
は

　

２
月　

日
�
か
ら
３
月　

日
�
ま

１８

１５

で
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
午
前
８
時

　

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）
課
税
課

３０へ
。

■
申
告
が
必
要
な
方

▽
事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
な
ど
が

あ
る
方
で
、
所
得
の
合
計
額
が
所
得

控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
方

▽
給
与
所
得
者
で
�
年
収
が
２
�
０

０
０
万
円
を
超
え
る
方
�
２
カ
所
以

上
か
ら
給
与
を
受
け
て
い
る
方
�
給

与
以
外
の
所
得
の
合
計
額
が　

万
円

２０

を
超
え
る
方

▽
土
地
や
建
物
な
ど
を
譲
渡
し
た
方

■
申
告
書
は
自
分
で
書
い
て
早
め
に

提
出

　

確
定
申
告
期
間
中
、
税
務
署
の
窓

口
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。
確
定
申
告

書
は
自
分
で
書
い
て
、
早
め
に
提
出

し
ま
し
ょ
う
。

■
申
告
と
相
談
は

　

２
月　

日
�
か
ら
３
月　

�
日
ま

１６

１５

で
（
土
･
日
曜
日
を
除
く
）
武
蔵
府

中
税
務
署
へ
。
�
０
４
２（
３
６
２
）

４
７
１
１

■
税
理
士
会
の
無
料
相
談

　

東
京
税
理
士
会
武
蔵
府
中
支
部
で

は
、
小
規
模
事
業
者
の
た
め
の
無
料

申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

当
日
、
午
前
９
時
か
ら
配
布
す
る

整
理
券
の
順
に
相
談
を
行
い
ま
す
が
、

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
課
税
課

■共済見舞金

  
　

カ
ラ
ス
に
よ
る
ご
み
漁
り
か
ら
防

衛
す
る
た
め
の
カ
ラ
ス
ネ
ッ
ト
の
効

果
に
つ
い
て
、
利
用
モ
ニ
タ
ー
を
募

集
し
ま
す
。

　

こ
の
カ
ラ
ス
ネ
ッ
ト
は
、
ゴ
ル
フ

練
習
所
で
使
用
済
み
の
ネ
ッ
ト
を
裁

断
し
て
作
っ
た
も
の
で
す
。

〔
種
類
〕
個
人
住
宅
用
・
集
合
住
宅

用〔
応
募
方
法
〕
直
接
清
掃
課
（
ビ
ン
・

缶
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
）
で
品

物
を
確
認
し
て
受
け
取
っ
て
く
だ
さ

い
。

〔
モ
ニ
タ
ー
の
方
法
〕
被
害
を
受
け

た
時
の
連
絡　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
問
い
合
わ
せ
〕
清
掃
課　

　

家
庭
で
乳
幼
児
を
保
育
す
る
家
庭

福
祉
員
（
保
育
マ
マ
）
制
度
の
家
庭

福
祉
員
と
し
て
、
家
庭
で
乳
幼
児
を

保
育
す
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　

家
庭
福
祉
員
と
し
て
認
定
し
た
場

合
、
市
か
ら
委
託
金
（
月
額
８
万
１
�

２
０
０
円
）
の
支
給
と
保
護
者
か
ら

の
負
担
金
（
月
額
４
万
２
�
０
０
０

円
）
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

〔
資
格
〕
�
市
内
在
住
の　

歳
か
ら

２５

　

歳
ま
で
の
方
�
保
育
士
、
教
員
、

６２助
産
婦
、
保
健
婦
（
士
）
ま
た
は
看

護
婦
（
士
）
の
資
格
を
有
し
、
保
育

経
験
が
あ
る
こ
と
�
現
に
養
育
し
て

い
る
６
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
な
い

こ
と
�
家
庭
環
境
が
健
全
で
、
子
ど

も
の
保
育
に
専
念
で
き
る
こ
と
な
ど

〔
施
設
〕
児
童
専
用
室
と
し
て
６
畳

以
上
の
部
屋
が
原
則
と
し
て
１
階
に

あ
り
、
衛
生
的
な
調
理
施
設
が
あ
る

こ
と

〔
対
象
児
童
〕
３
歳
未
満
の
乳
幼
児

３
人
以
内
を
保
育
（
補
助
者
が
い
る

場
合
５
人
以
内
）

〔
保
育
時
間
〕
原
則
と
し
て
８
時
間

（
午
前
７
時　

分
か
ら
午
後
６
時
ま

３０

で
）

〔
そ
の
他
〕
賠
償
責
任
保
険
の
加
入

と
健
康
診
断
の
実
施
な
ど

〔
問
い
合
わ
せ
〕
児
童
福
祉
課

　

交
通
災
害
共
済
は
、
都
内　

市
町

３９

村
の
住
民
が
会
費
を
出
し
合
い
、
交

通
事
故
に
あ
っ
た
時
、
見
舞
金
を
受

け
ら
れ
る
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。

　

交
通
災
害
共
済
が
愛
称
も
付
い
て

新
し
く
な
り
ま
し
た
「
ち
ょ
こ
っ
と

共
済
」
ポ
イ
ン
ト
は
２
コ
ー
ス
制
で

Ａ
コ
ー
ス
年
額
１
�
０
０
０
円
で
最

高
３
０
０
万
円
、
Ｂ
コ
ー
ス
年
額
５

０
０
円
で
最
高
１
５
０
万
円
の
見
舞

金
、
た
だ
し
１
人
１
口
に
限
り
ま
す

（
会
費
は　

年
度
か
ら
大
人
、
子
ど

１４

も
と
も
同
額
に
な
り
ま
し
た
）
新
年

度
分
（
４
月
１
日
共
済
開
始
）
の
申

し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

〔
受
付
期
間
〕
３
月
１
日
�
か
ら　
３１

日
�
ま
で
（
４
月
１
日
か
ら
は
随
時

加
入
）

〔
申
込
方
法
〕「
加
入
申
込
書
」
に
会

費
を
添
え
て
お
近
く
の
金
融
機
関
で

（
郵
便
局
を
除
く
）

〔
加
入
で
き
る
方
〕
市
内
居
住
者
で
、

住
民
登
録
・
外
国
人
登
録
の
あ
る
方
。

※
小
・
中
学
生
、
消
防
団
員
は
市
の

費
用
で
、
Ｂ
コ
ー
ス
に
加
入
し
ま
す
。

　

Ａ
コ
ー
ス
希
望
の
方
は
、
自
費
で

Ｂ
コ
ー
ス
に
加
入
す
れ
ば
Ａ
コ
ー
ス

に
な
り
ま
す
。

〔
共
済
期
間
〕
４
月
１
日
か
ら
平
成

　

年
３
月　

日
ま
で
。
た
だ
し
、
年

１５

３１

度
途
中
に
加
入
し
た
場
合
は
申
し
込

み
の
翌
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

〔
見
舞
金
対
象
事
故
〕
国
内
で
発
生

し
た
交
通
事
故
で
、
次
の
交
通
機
関

等
で
身
体
に
傷
を
受
け
た
場
合
（
自

転
車
、
バ
イ
ク
、
自
動
車
、
電
車
、

汽
車
、
モ
ノ
レ
ー
ル
、
船
舶
、
航
空

機
、身
体
障
害
者
用
の
車
椅
子
な
ど
）

〔
見
舞
金
の
額
〕
別
表
の
と
お
り

〔
交
通
遺
児
年
金
〕
義
務
教
育
終
了

前
の
遺
児
の
方
に
は
遺
児
年
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
※
申
込
書
は
２
月
中

に
各
戸
に
配
布
予
定
で
す
。
市
内
の

金
融
機
関
（
郵
便
局
を
除
く
）
に
も

配
布
し
ま
す
の
で
利
用
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
管
理
課

税
の
申
告
が
始
ま
り
ま
す

�

�

�

�

����

����

市
民
税
･
都
民
税

所　

得　

税

交通災害共済に
加入しましょう

�

�

�

�

����������

����������

　

市
民
生
活
に
与
え
る
影
響
を
緩
和

す
る
た
め
、
日
常
生
活
関
連　

業
種

２３

に
つ
い
て
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る

方
の
減
免
申
請
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〔
対
象
業
種
〕
生
活
関
連　

業
種
は
、

２３

パ
ン
製
造
小
売
業
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

業
、
魚
介
類
小
売
業
、
豆
腐
製
造
小

売
業
、
日
本
そ
ば
店
、
中
華
そ
ば
店
、

め
ん
類
製
造
業
、
野
菜
小
売
業
、
か

ま
ぼ
こ
水
産
加
工
業
、
こ
ん
に
ゃ
く

製
造
業
、
民
生
食
堂
・
大
衆
食
堂
、

食
肉
小
売
業
、
大
衆
す
し
店
、
あ
ん

類
製
造
業
、
ソ
ー
ス
製
造
業
、
つ
け

物
製
造
業
、
そ
う
ざ
い
製
造
業
、
つ

く
だ
煮
製
造
業
、
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー

ジ
製
造
業
、
水
産
物
仲
卸
業
、
簡
易

宿
所
営
業
等
、
理
容
業
、
美
容
業
で

す
。

〔
受
付
期
間
〕
２
月　

日
�
ま
で

２０

〔
申
請
書
類
〕
減
免
申
請
書
は
、
環

境
改
善
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

〔
受
付
期
間
後
の
申
請
〕
申
請
を
受

け
た
日
の
属
す
る
月
分
か
ら
適
用
さ

れ
ま
す
。

〔
減
免
施
行
日
〕
４
月
か
ら

※ 
業
種
に
よ
っ
て
減
免
の
該
当
要

件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
請
内
容
に

よ
っ
て
は
減
免
に
な
ら
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
環
境
改
善
課

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
・
３
月
２
日

２１

�
午
前　

時
か
ら

１０

〔
場
所
〕
市
役
所
３
階
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局

※
傍
聴
は
先
着
３
人
ま
で

〔
問
い
合
わ
せ
〕
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局

�
選
挙
管
理
委
員
会
の
開
催

カ
ラ
ス
ネ
ッ
ト
の
モ
ニ
タ
ー

募
集

　

介
護
保
険
の
計
画
づ
く
り
や
計
画

の
推
進
は
、
介
護
保
険
推
進
市
民
協

議
会
に
諮
っ
て
進
め
て
い
ま
す
。　

　

公
募
委
員
に
欠
員
が
生
じ
た
の
で
、

公
募
し
ま
す
。

〔
区
分
〕
介
護
保
険
の
居
宅
サ
ー
ビ

ス
ま
た
は
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
従
事
者

〔
人
数
〕
２
人

〔
問
い
合
わ
せ
〕
介
護
福
祉
課

〔
職
種
〕
介
護
保
険
認
定
調
査
業
務

〔
募
集
人
員
〕
若
干
名

〔
資
格
〕
看
護
婦
（
士
）
、
保
健
婦

（
士
）
、
介
護
福
祉
士
、
社
会
福
祉

士
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す
る
方

（
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
終
了

者
で
介
護
支
援
専
門
員
登
録
証
明
書

の
交
付
を
受
け
た
方
で
あ
れ
ば
な
お

可
。
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
介
護
福
祉
課

臨
時
職
員
（
認
定
調
査
員
）

募
集

会　　場相談時間相談人員月　日

中央公民館
２階講座室

午前１０時～正午
午後１時～４時１００人

２月２６日�

２月２７日�

２月２８日�

３月１日�

■無料相談日程

※譲渡所得のある方や、税理士に依頼している方は遠慮ください。

見 舞 金 額
交 通 災 害 の 程 度等　級

Ｂコース（５００円）Ａコース（１，０００円）
１５０万円３００万円死亡（交通災害を受けた日から１年以内） １等 級
１００万円２００万円重度の後遺障害（交通災害を受けた日から１年以内）［注１］２等 級
３０万円４５万円入院日数９０日以上の障害３等 級
２０万円３０万円入院日数６０日以上の障害４等 級
１５万円２２万円入院日数３０日以上または実治療日数１００日以上の障害５等 級
１０万円１５万円入院日数２０日以上または実治療日数５０日以上の障害 ６等 級
８万円１２万円入院日数１０日以上または実治療日数２５日以上の障害７等 級
５万円８万円実治療日数１０日以上の障害８等 級
３万円５万円実治療日数５日以上の障害９等 級
２万円３万円実治療日数５日未満の障害１０等級

［注１］身体障害者福祉法施行規則別表第５号に掲げる１級から３級までの障害に該当するに至ったときをいいます。
＊Ａコース（１，０００円）の３～１０等級の見舞金額は、Bコース（５００円）に対し、２倍の金額になっていませんので、注意ください。

介
護
保
険
推
進
市
民
協
議
会

委
員
募
集

家
庭
で
乳
幼
児
を
保
育
し
て

い
た
だ
け
る
方
を
募
集

　

下
水
道
使
用
料
金
の
改

　

定
に
伴
う
減
免
申
請
の

　

お
知
ら
せ

�

�

�

�

����

����



�　広報こまえ　平成 14年（2002 年）２月 15 日
　

平
成　

年
８
月
の
住
民
基
本
台

１１

帳
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
住
民
基

本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

が
、
平
成　

年
８
月
か
ら
一
部
稼
動

１４

し
、
平
成　

年
８
月
に
全
部
稼
動
す

１５

る
予
定
で
す
。

　

こ
の
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
と
は
、
こ
れ
か
ら

の
高
度
情
報
化
社
会
に
向
け
て
、
一

層
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
行

政
事
務
の
簡
素
化
、
効
率
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
住
民
の
居
住

関
係
を
公
証
す
る
住
民
基
本
台
帳

を
基
に
、
電
気
通
信
回
線
に
よ
り
全

国
市
町
村
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を

図
り
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・

性
別
お
よ
び
住
民
票
コ
ー
ド
に
よ

り
全
国
共
通
の
本
人
確
認
を
効
率

的
に
行
う
仕
組
み
を
構
築
す
る
と

い
う
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
住
民
基
本
台
帳

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
導
入

に
際
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
個
人
情

報
の
保
護
に
重
点
を
置
き
な
が
ら
、

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー　

　

ク
シ
ス
テ
ム
の
概
要

　

住
民
基
本
台
帳
（
住
所
・
氏
名
・

生
年
月
日
・
性
別
な
ど
法
律
で
定
め

ら
れ
た
事
項
を
載
せ
た
も
の
を
住

民
票
と
い
い
、
そ
れ
を
ま
と
め
た
も

の
）
は
、
区
市
町
村
が
整
備
・
管
理

し
、
国
民
健
康
保
険
や
国
民
年
金
、

児
童
手
当
の
支
給
な
ど
の
各
種
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
基
礎
資
料
と
し
て

使
用
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
住
民
基
本
台
帳
法
の
改

正
に
よ
り
、
住
民
票
の
記
載
事
項
と

し
て
新
た
に
住
民
票
コ
ー
ド
（　
11

桁
）
が
加
わ
り
、
こ
の
住
民
票
コ
ー

ド
を
基
に
、
区
市
町
村
の
区
域
を
越

え
た
住
民
基
本
台
帳
に
関
す
る
事

務
の
処
理
や
国
の
機
関
等
に
対
す

る
本
人
確
認
情
報
の
提
供
を
行
う

た
め
の
仕
組
み
（
住
民
基
本
台
帳

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
）
が
整
備

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
は
、
国
が
一
元
的
に
管
理
す
る

シ
ス
テ
ム
で
は
な
く
、
地
方
公
共
団

体
共
同
の
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

全
国
セ
ン
タ
ー
（
指
定
情
報
処
理

機
関
）
に
記
録
・
保
存
さ
れ
る
情
報

は
、
本
人
確
認
の
た
め
の
住
所
・
氏

名
・
生
年
月
日
・
性
別
・
住
民
票
コ
ー

ド
お
よ
び
付
随
情
報
の
み
で
す
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
で
実
現
で　

　

き
る
こ
と

　
　

　

全
国
共
通
で
本
人
確
認
が
可
能

に
な
り
ま
す
（
平
成　

年
８
月
以
降

１４

予
定
）
。

　

現
在
、
国
や
都
道
府
県
等
の
行
っ

て
い
る
仕
事
（
児
童
扶
養
手
当
の
支

給
、
不
動
産
鑑
定
士
の
登
録
、
建
築

士
の
免
許
に
関
す
る
事
務
な
ど
）
で
、

住
所
や
生
存
を
確
認
す
る
た
め
に

住
民
票
の
写
し
な
ど
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
も
住
民
基

本
台
帳
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に

よ
っ
て
、
国
や
各
行
政
機
関
等
は
本

人
確
認
情
報
の
提
供
を
受
け
ら
れ

る
た
め
、
住
民
票
の
写
し
を
自
分
で

取
り
に
行
っ
て
提
出
し
な
く
て
も

済
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

住
民
基
本
台
帳
事
務
の
効
率
化

を
図
り
ま
す
（
平
成　

年
８
月
以
降

１５

予
定
）
。

　

現
在
、「
住
民
票
の
写
し
」
の
交

付
は
、
住
ん
で
い
る
区
市
町
村
で
し

か
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
全
国
の
区
市

町
村
と
都
道
府
県
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
結
ば
れ
る
と
、
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
（
希
望
す
る
市
民
の
皆
さ
ん

が
申
請
し
、
狛
江
市
が
発
行
し
ま

す
）
な
ど
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
他

の
区
市
町
村
の
窓
口
で
住
民
票
の

写
し
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
他
の
区
市
町
村
に
引
っ
越

し
す
る
場
合
に
、
一
定
の
事
項
を
記

入
し
た
転
出
届
を
郵
送
で
行
う
こ

と
で
、
今
住
ん
で
い
る
区
市
町
村
の

窓
口
に
行
か
な
く
て
も
、
引
っ
越
し

先
の
区
市
町
村
の
窓
口
で
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
を
提
示
す
る
こ
と

に
よ
り
、
転
入
届
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　　

個
人
情
報
の
保
護
対
策

　

制
度
面
（
法
令
）
か
ら
の
対
策

� 
取
り
扱
う
個
人
情
報
を
「
本
人
確

認
情
報
（
①
氏
名　

②
生
年
月
日　

③
性
別　

④
住
所　

⑤
住
民
票

コ
ー
ド　

⑥
付
随
情
報
）
」
に
限
定

し
て
い
ま
す
。

�
本
人
確
認
情
報
の
提
供
先
お
よ

び
利
用
目
的
を
法
律
で
明
確
に
規

定
し
て
い
ま
す
。

� 
民
間
に
お
け
る
住
民
票
コ
ー
ド

の
利
用
を
法
令
で
禁
止
し
て
い
ま

す
。

�
本
人
確
認
情
報
の
提
供
先
に
対

し
て
、
目
的
外
利
用
の
禁
止
や
漏
洩

防
止
措
置
や
秘
密
保
持
を
義
務
付

け
、
携
わ
る
職
員
等
の
罰
則
を
強
化

し
て
い
ま
す
。

　

技
術
面
か
ら
の
対
策

�
外
部
か
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ

の
不
正
な
侵
入
や
情
報
の
漏
洩
防

止
の
た
め
に
、
安
全
性
の
高
い
専
用

回
線
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、

通
信
デ
ー
タ
の
暗
号
化
を
し
て
い

ま
す
。

�
専
用
回
線
と
シ
ス
テ
ム
の
間
に

フ
ァ
イ
ア
ー
ウ
ォ
ー
ル
を
設
置
し
、

ま
た
、
通
信
相
手
と
な
る
コ
ン

ピ
ュ
タ
ー
と
の
相
互
認
証
を
行

い
ま
す
。

�
シ
ス
テ
ム
操
作
者
の
目
的
外

利
用
防
止
の
た
め
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

や
パ
ス
ワ
ー
ド
等
に
よ
る
確
認

を
厳
重
に
行
い
ま
す
。

� 
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
へ
の
接
続
制
限
や
不

審
な
業
務
パ
タ
ー
ン
の
常
時
監
視

を
行
い
ま
す
。

　

運
用
面
か
ら
の
対
策

　

指
定
情
報
処
理
機
関
に
お
い
て
、

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
を
操
作
、
管
理
、
運
用
す
る

担
当
者
は
、「
本
人
確
認
情
報
管
理

規
定
」
に
基
づ
い
て
、
秘
密
保
持
義

務
、
不
正
利
用
し
た
場
合
の
処
分
な

ど
、
厳
重
に
必
要
な
遵
守
事
項
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
指
定
情
報
処
理
機
関
に
は

「
本
人
確
認
情
報
委
員
会
」
、
都
道

府
県
に
は
「
本
人
確
認
情
報
の
保
護

に
関
す
る
審
議
会
」
の
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
の
保
護
対
策

　

高
度
情
報
化
社
会
が
進
展
す
る

一
方
で
、
今
ま
で
以
上
に
個
人
情
報

の
保
護
に
対
す
る
関
心
は
増
し
て

お
り
、
行
政
は
市
民
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
い
か
に
守
る
か
が
問
わ
れ

て
い
ま
す
。
狛
江
市
に
お
け
る
個
人

情
報
の
保
護
対
策
と
し
て
は
、「
狛

江
市
個
人
情
報
保
護
条
例
」
が
制
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
適
正
管

理
、
目
的
外
利
用
お
よ
び
外
部
提
供

の
制
限
な
ど
に
よ
り
、
個
人
情
報
の

保
護
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
も
、
個

人
情
報
の
保
護
に
最
大
限
の
努
力

を
し
て
い
ま
す
。　　
　
　
　
　
　

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
課

住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基
本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本
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広報こまえ　平成 1４年（200２年）2月 15 日　�
　

平
成　

年
１
月
か
ら　

月
ま
で
に

１３

１２

納
付
さ
れ
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、

所
得
税
法
上
、
そ
の
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
生
計
を
同
一
に
す
る

配
偶
者
、
親
族
が
支
払
っ
た
保
険
料

も
、
世
帯
主
自
身
の
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
、
ど
こ
の
健
康
保
険
に
も
入
っ
て

い
な
い
方
、
世
帯
の
異
動
等
、
別
表

の
よ
う
な
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、

届
け
出
が
必
要
で
す
。
必
要
書
類
を

持
っ
て
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
職
場
な
ど
の
健
康
保
険
な

ど
を
や
め
た
日
の
翌
日
（
届
け
出
た

日
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
か
ら
加
入
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
保
険

税
も
そ
の
日
ま
で
（
最
大
３
年
間
）

さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

　

特
別
土
地
保
有
税
は
、
宅
地
供
給

の
促
進
等
、
土
地
の
有
効
利
用
を
目

的
に
設
け
ら
れ
た
税
で
す
。

　

申
告
対
象
者
は
、
平
成　

年
１
月

１３

１
日
か
ら
平
成　

年　

月　

日
ま
で

１３

１２

３１

の
１
年
間
に
、
狛
江
市
内
で
合
計

５
�
０
０
０
�
以
上
の
土
地
を
取
得

し
た
方
で
す
。

　

該
当
す
る
方
は
、
特
別
土
地
保
有

税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、

２
月　

日
�
ま
で
に
市
役
所
に
申
告

２８

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
事
務
所
・
店
舗
等
の
恒
久

的
な
建
物
の
敷
地
と
し
て
利
用
し
て

い
る
土
地
に
つ
い
て
は
、
納
税
義
務

が
免
除
さ
れ
ま
す
の
で
、
２
月　

日
２８

�
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
課
税
課

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
前
８
時　

２４

３０

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

〔
場
所
〕
市
役
所
２
階　

な
お
、
固

定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
第
４
期

分
）
、
国
民
健
康
保
険
税
（
第
８
期

分
）
、
介
護
保
険
料
（
第
８
期
分
）
、

国
民
年
金
（
１
月
分
）
は
、
２
月　
２８

日
�
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
収
納
課
・
保
険
年

金
課

　

平
成
３
年
５
月
に
設
立
さ
れ
た

「
国
民
年
金
基
金
制
度
」
に
つ
い
て
、

基
金
の
担
当
者
が
個
別
に
相
談
に
応

じ
ま
す
の
で
、
ご
自
由
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
前　

時
か

１８

１０

ら
午
後
４
時
ま
で
〔
会
場
〕
市
役
所

２
階
第
２
相
談
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕 
東
京
都
国
民
年
金

基
金
�
（
５
２
８
５
）
８
８
０
０

　

雨
水
を
地
下
へ
浸
透
さ
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
わ
き
水
や
川
の
せ
せ
ら
ぎ
、

樹
木
の
緑
を
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

雨
水
を
で
き
る
だ
け
地
下
に
浸
透

さ
せ
る
た
め
、
雨
水
浸
透
ま
す
の
設

置
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

雨
水
浸
透
ま
す
と
は
、
屋
根
に

降
っ
た
雨
水
を
下
水
道
や
川
に
流
さ

ず
に
地
下
に
浸
透
さ
せ
る
た
め
の
も

の
で
す
。
雨
水
浸
透
ま
す
を
設
置
す

る
方
に
は
、
工
事
費
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。
市
内
の
個
人
住
宅
等
の
屋

根
雨
水
で
、
一
戸
に
つ
き
４
基
ま
で

が
助
成
対
象
に
な
り
ま
す
。

〔
手
続
き
〕
狛
江
市
指
定
下
水
道
工

事
店
が
、
皆
さ
ん
に
代
わ
っ
て
手
続

き
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
環
境
改
善
課

　

小
規
模
法
人
化
に
向
け
て
の
勉
強

会
を
開
催
し
ま
す
。

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
前　

時
か

２８

１０

ら〔
会
場
〕
エ
コ
ル
マ
多
目
的
ホ
ー
ル

〔
問
い
合
わ
せ
〕
在
宅
福
祉
課　
　

　

２
月　

日
�
か
ら　

日
�
ま
で
、

１６

１８

あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
貯
湯
槽
等
の

点
検
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、

プ
ー
ル
（
４
階
）・
浴
室
（
地
下
１

階
）
の
利
用
を
中
止
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
他
の
部
屋
に
お
い
て

も
水
の
使
用
が
で
き
な
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
在
宅
福
祉
課

　
「
自
立
支
援
に
む
け
た
福
祉
機
器

展
示
会
―
ス
イ
ッ
チ
ひ
と
つ
で
世
界

が
か
わ
る
―
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

情
報
機
器
を
中
心
と
し
た 
「
見
て
、

さ
わ
っ
て
、
体
験
す
る
」 
福
祉
機
器

展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
・　

日
�

２２

２３

〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
内
容
〕
�
情
報
機
器
等
の
展
示
・

体
験
�
パ
ソ
コ
ン
教
室
（
視
覚
・
肢

体
不
自
由
・
知
的
障
害
を
対
象
）
�

講
演
会
等

〔
問
い
合
わ
せ
〕
障
害
者
地
域
自
立

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
� 
（
５
４
３

８
）
３
５
３
３
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
３
４
３

０
）
９
７
７
９

　

知
的
に
障
害
の
あ
る
人
の
民
営
の

通
所
作
業
所
の
非
常
勤
指
導
員
を
若

干
名
募
集
し
ま
す
。

〔
場
所
〕
狛
江
福
祉
作
業
所
（
あ
い

と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
）

〔
勤
務
時
間
〕
週
２
日
程
度
（
原
則

と
し
て
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

〔
年
齢
〕　

歳
〜　

歳
位

２５

５０

〔
資
格
〕
あ
れ
ば
な
お
可

〔
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江
福
祉
作
業
所

�
（
３
４
８
０
）
１
４
４
３

　

高
齢
者
の
お
世
話
を
す
る
嘱
託
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

〔
職
種
・
資
格
〕
介
護
職
員
・
介
護

福
祉
士
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
２
級
可
）

〔
勤
務
日
・
勤
務
時
間
〕
月
曜
日
〜

土
曜
日
（
週
５
日
勤
務
）
。
午
前
８

時
〜
午
後
５
時
。
ま
た
は
午
前
９
時

〜
午
後
６
時
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
こ
ま
え
苑
�
（
３

４
８
９
）
２
４
０
４

　

高
齢
者
の
お
世
話
を
す
る
看
護
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

〔
資
格
〕
正
・
准
看
護
婦
（
士
）

〔
勤
務
日
・
勤
務
時
間
〕
月
曜
日
〜

金
曜
日
（
土
曜
日
交
代
勤
務
あ
り
）
。

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

分

３０

３０

〔
そ
の
他
〕
週
２
〜
３
日
勤
務
の
非

常
勤
看
護
職
員
も
募
集
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
こ
ま
え
苑
�
（
３

４
８
９
）
２
４
０
４

　

　　
　

う　

ま

　

多
摩
水
道
橋
が
ま
だ
架
か
っ
て
い

な
か
っ
た
頃
、
そ
こ
に
は
渡
し
船
が

あ
っ
て
、
朝
早
く
か
ら
肥
引
き
に
行

く
車
で
賑
わ
っ
て
い
た
。
中
に
は
馬

で
引
く
大
き
な
荷
車
も
あ
っ
た
が
、

そ
れ
ら
を
乗
せ
る
舟
は
馬
舟
と
い
い
、

長
さ
も
五
間
か
ら
六
間
あ
っ
て
、

オ
ー
ト
三
輪
で
も
、
荷
車
で
も
十
分

に
乗
せ
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

重
い
肥
桶
を
運
ぶ
に
も
、
普
通
な

ら
リ
ヤ
カ
ー
一
台
に
六
本
乗
せ
て
、

人
の
力
で
引
く
の
だ
が
、
馬
力
の
お

か
げ
で
十
二
本
か
ら
十
四
本
も
乗
せ

ら
れ
て
、
そ
の
う
え
人
ま
で
乗
っ
て
、

ゆ
う
ゆ
う
と
渋
谷
や
青
山
ま
で
行
っ

て
こ
ら
れ
た
。

　

そ
し
て
帰
り
に
は
、
途
中
で
な
じ

み
の
居
酒
屋
に
寄
っ
て
一
杯
飲
ん
で

も
、
馬
な
ら
、
黙
っ
て
い
て
も
同
じ

道
を
通
っ
て
家
に
帰
る
こ
と
が
出
来

た
し
、
前
日
饅
頭
屋
に
よ
れ
ば
、
次

の
日
も
饅
頭
屋
の
前
で
止
ま
る
と
い

う
話
が
あ
る
ほ
ど
馬
は
利
口
な
動
物

だ
っ
た
。

　

馬
は
田
植
え
前
の
忙
し
さ
の
中
で

も
良
く
働
い
た
。
大
き
な
マ
グ
ワ
を

引
い
て
、
力
一
杯
田
起
こ
し
を
し
て

く
れ
る
か
ら
、
初
夏
の
農
家
に
は
必

需
品
で
あ
っ
た
。
し
か
し
馬
を
飼
う

に
は
朝
は
早
く
起
き
、
朝
露
に
ぬ
れ

た
野
原
の
草
を
刈
り
、
ワ
ラ
、
ヌ
カ
、

フ
ス
マ
な
ど
と
一
緒
に
、
一
日
に
、

飼
い
馬
桶
三
杯
も
与
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
だ
か
ら
普
通
の
農
家
の
場

合
は
、
田
植
え
だ
け
な
ら
ば
と
、
自

分
で
飼
う
の
は
や
め
て
、
そ
の
時
だ

け
借
り
て
く
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

　

昭
和
二
十
四
年
の
話
だ
が
、
一
頭

の
馬
を
飼
う
た
め
に
は
六
人
家
族
の

食
糧
に
相
当
す
る
飼
料
が
必
要
な
の

で
、
自
分
で
飼
う
よ
り
必
要
な
と
き

だ
け
借
り
る
ほ
う
が
得
だ
っ
た
と
い

う
。
だ
か
ら
馬
を
貸
す
商
売
が
あ
っ

て
、
田
植
え
の
頃
に
な
る
と
遠
く
の

ほ
う
か
ら
引
っ
張
っ
て
き
た
。

　

村
に
何
頭
の
馬
が
い
た
か
に
つ
い

て
は
十
分
な
資
料
が
な
く
て
わ
か
ら

な
い
が
、
昭
和
十
年
で
七
頭
、
昭
和

三
十
一
年
で
一
頭
し
か
い
な
か
っ
た
。

戦
争
と
い
う
時
代
を
は
さ
ん
で
、
戦

後
は
意
外
と
早
く
オ
ー
ト
三
輪
と
耕

運
機
の
時
代
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
馬
を
運
搬
の
具
と
し
て
使

い
運
送
業
を
営
む
村
人
も
い
た
が
、

こ
の
方
も
い
ち
早
く
自
動
車
に
替
わ

り
、
戦
時
中
と
は
い
え
、
軍
需
物
資

を
運
ぶ
た
め
な
ら
自
動
車
を
使
う
こ

と
が
可
能
で
あ
っ
た
。

　

昭
和
二
十
年
、
戦
火
の
東
京
を
逃

れ
て
約
二
十
頭
の
軍
馬
が
西
河
原
自

然
公
園
の
所
に
疎
開
し
て
き
た
こ
と

が
あ
っ
た
。
木
陰
に
つ
な
が
れ
、
草

を
か
ぶ
さ
れ
、
偽
装
し
た
生
活
を
し

て
い
た
が
、
や
が
て
終
戦
を
迎
え
る

と
そ
の
多
く
は
帰
っ
て
い
っ
た
が
、

数
頭
地
元
に
残
さ
れ
て
農
耕
に
従
事

し
た
。
大
自
然
の
中
で
育
っ
た
当
時

の
子
供
達
は
馬
に
乗
り
た
く
て
、

こ
っ
そ
り
馬
を
引
き
出
し
て
は
、
鞍

な
し
で
、
た
て
が
み
を
つ
か
ん
で
、

田
ん
ぼ
の
中
を
走
り
出
し
た
。
し
か

し
急
に
止
ま
る
馬
に
振
り
落
と
さ
れ

た
り
、
踏
ん
張
っ
て
動
か
な
い
馬
に

手
を
焼
い
て
も
、
そ
ん
な
こ
と
に
負

け
る
子
供
達
で
は
な
か
っ
た
。

　
　

井
上　

孝

（
狛
江
市
文
化
財
専
門
委
員
）

国
民
年
金
保
険
料
は
、「
社
会

保
険
料
控
除
」
の
対
象
に
な

り
ま
す

あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
貯
湯

槽
等
の
点
検
の
お
知
ら
せ

看
護
職
員
の
募
集

「
社
会
福
祉
法
人
」
と
は

雨
水
浸
透
ま
す
の
設
置
に
つ

い
て
ご
協
力
を

福
祉
機
器
展
示
会
開
催
の
お

知
ら
せ

非
常
勤
指
導
員
募
集

嘱
託
職
員
の
募
集

－その 9７－

手続きに必要なものこんなときは手続きを

転出証明書（すでに国保に加入し
ている家族がいる場合は保険証）他の市町村から転入してきたとき

国
保
に
加
入
す
る
と
き

職場の健康保険をやめた証明書
（すでに国保に加入している家族
がいる場合は保険証）

職場の健康保険をやめたとき（退
職したとき）または扶養家族でな
くなったとき

保険証、母子健康手帳、振込先の
口座のわかるもの、印鑑子どもが生まれたとき

生活保護廃止決定通知書生活保護を受けなくなったとき

年金証書、保険証
厚生年金、共済年金の老齢（退職）
年金を受けることになったときお
よびその被扶養者になったとき

退
職
者
医
療
制
度
に

該
当
し
た
と
き

保険証他の市町村へ転出するとき国
保
を
や
め
る
と
き

国保および新たに入った健康保険
の保険証

職場の健康保険に加入したとき、
またはその扶養家族になったとき

保険証、印鑑死亡したとき

保険証、生活保護決定通知書生活保護を受けるようになったと
き

保険証住所・氏名・世帯主などが変わっ
たとき

そ
の
他

使えなくなった保険証があるとき 
は、その保険証

保険証をなくしたり、汚れて使えな
くなったとき

国
民
健
康
保
険
の
変
更
は　
１４

日
以
内
に

特
別
土
地
保
有
税
の
申
告
に

つ
い
て

市
税
・
国
民
年
金
の
納
付
お

よ
び
相
談
窓
口
を「
日
曜
日
」

に
開
設
し
ま
す

国
民
年
金
基
金
相
談
コ
ー

ナ
ー
開
催
の
お
知
ら
せ



〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
後
１
時　

１１

１０

分
〜
３
時
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ

ン
タ
ー
〔
対
象
〕　

歳
以
上
の
方

３０

〔
定
員
〕　

人
（
先
着
順
）〔
講
師
〕

１８

泉
澤
輝
さ
ん
（
健
康
運
動
指
導
士
）

加
藤
真
由
美
さ
ん
（
運
動
実
践
指
導

者
）
※
室
内
用
の
運
動
靴
を
持
参
し
、

動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

　

血
液
中
に
脂
質
が
増
え
す
ぎ
た
状

態
を
高
脂
血
症
と
い
い
、
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
が
高
い
タ
イ
プ
、
中
性
脂
肪

が
高
い
タ
イ
プ
、
両
方
が
高
い
タ
イ

プ
の
３
つ
に
大
き
く
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

栄
養
士
に
よ
る
「
高
脂
血
症
」
の

話
や
、
調
理
実
習
を
と
お
し
て
自
分

の
食
生
活
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
後
１
時　

２８

３０

分
〜
４
時
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ

ン
タ
ー
〔
持
ち
物
〕
エ
プ
ロ
ン
・
三

角
巾
・
ふ
き
ん
・
筆
記
用
具
〔
定
員
〕

　

人
（
先
着
順
）

２４〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕　

日
１５

�
か
ら
健
康
課
�
（
３
４
８
８
）
１

１
８
１
へ
。

　

５
〜
６
カ
月
の
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る

お
母
さ
ん
・
お
父
さ
ん
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
後
１
時　

２６

３０

分
〜
４
時
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ

ン
タ
ー
〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康
手
帳
・

筆
記
用
具
・
ふ
き
ん
・
バ
ス
タ
オ
ル
・

赤
ち
ゃ
ん
の
飲
み
物
な
ど
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

〔
日
時
〕３
月
は
１
日
・
８
日
・　

日
・

１５

　

日
（
い
ず
れ
も
金
曜
日
）
受
付
時

２２間
は
午
後
１
時
〜
１
時　

分〔
会
場
〕

１０

あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
持
ち
物
〕

１
回
目
は
ズ
ボ
ン
、
２
回
目
は
歯
ブ

ラ
シ
・
コ
ッ
プ
、
そ
の
他
４
回
を
通

し
て
母
子
健
康
手
帳
と
筆
記
用
具
を

持
参
く
だ
さ
い
〔
定
員
〕　

組
（
予

２０

約
制
）
※
な
る
べ
く
１
回
目
か
ら
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

〔
日
時
〕
３
月
４
日
�
受
付
時
間
は

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
８
月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

１２母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
保
険
証
・

現
在
使
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
の
歯
ブ

ラ
シ
※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診
票

が
送
付
さ
れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

　

　

　　
　

来
所
時
、
通
り
が
か
り
な
ど　

　

に
利
用
さ
れ
て
健
康
づ
く
り
の　

　

た
め
に
役
立
て
く
だ
さ
い
。

　
〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課　
　

　

�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

�　広報こまえ　平成１４年（２００２年）2月１５日

　

華
麗
で
不
思
議
な
マ
ジ
ッ
ク
を
ご

覧
に
な
り
ま
せ
ん
か
。
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

ま
す
。

〔
日
時
〕
３
月
３
日
�
午
前
の
部　
１０

時　

分
〜　

時　

分
・
午
後
の
部
２

３０

１１

３０

時　

分
〜
３
時　

分
〔
会
場
〕
中
央

３０

３０

公
民
館
〔
定
員
〕
各
回
２
５
０
人

〔
入
場
料
〕
無
料

〔
申
し
込
み
〕
２
月　

日
�
午
前
９

２０

時
か
ら
中
央
公
民
館
窓
口
で
チ
ケ
ッ

ト
を
配
布
し
ま
す
（
定
員
に
な
り
次

第
終
了
）

※ 
申
し
込
み
は
午
前
、
午
後
別
々
に

な
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕中
央
公
民
館
�（
３

４
８
８
）
４
４
１
１

　

日
本
独
自
の
話
芸
で
あ
る
落
語
を

聞
い
て
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
〕
３
月
８
日
�
午
後
２
時
〜

３
時（
開
場
午
後
１
時　

分
）〔
会
場
〕

４０

中
央
公
民
館
〔
出
演
〕
初
音
家
左
橋

さ
ん
（
真
打
ち
）
ほ
か
〔
定
員
〕　
８０

人
〔
入
場
料
〕
無
料

〔
申
し
込
み
〕
２
月　

日
�
午
前
９

２０

時
か
ら
中
央
公
民
館
窓
口
で
チ
ケ
ッ

ト
を
配
布
し
ま
す
（
定
員
に
な
り
次

第
終
了
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕中
央
公
民
館
�（
３

４
８
８
）
４
４
１
１

　

市
内
商
業
者
と
市
民
参
加
に
よ
る

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
。
毎
月
最

終
日
曜
日
に
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ
な
ど

加
え
開
催
し
て
い
ま
す
。
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
の
申
し
込
み
も
併

せ
て
募
集
し
ま
す
。

　

出
店
の
受
け
付
け
は
２
月　

日
１６

�
・　

日
�
（
定
数
に
な
り
次
第
締

１７

め
切
り
）
で
す
。

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
前　

時
〜

２４

１０

午
後
３
時
〔
場
所
〕
市
役
所
前
市
民

ひ
ろ
ば
〔
出
店
料
〕
店
舗
２
�
０
０

０
円
（
２
×
３
ｍ
）
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
１
�
１
０
０
円（
２
×
２
ｍ
）

（
そ
れ
ぞ
れ
保
険
料
込
み
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕こ
ま
え
楽
市
の
会
・

山
岸
�
（
３
４
８
０
）
２
０
７
４

　
「
狛
江
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議

�
ワ
イ
ワ
イ
�
」
で
は
、
ま
ち
づ
く

り
条
例
（
こ
ん
な
ま
ち
づ
く
り
条
例

が
あ
っ
た
ら
い
い
な
）・
自
転
車
（
サ

イ
ク
ル
シ
テ
ィ
を
実
現
し
た
い
）・
水

路
（
ま
ち
づ
く
り
に
水
路
を
活
用
し

た
い
）
と
い
っ
た
テ
ー
マ
ご
と
に
分

か
れ
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
楽
し

い
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
保
全
実
施
計
画
に
基

づ
く
「
緑
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」

で
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
方
式
に
よ

り
、
狛
江
の
緑
を
守
り
育
て
て
い
く

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
を
ま
と
め
た
も
の
と

「
素
敵
な
生
け
垣
」
を
パ
ネ
ル
写
真

で
紹
介
し
た
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

「
狛
江
の
『
ま
ち
』
を
こ
う
し
た
い
」

と
い
う
熱
い
思
い
を
形
に
し
た
展
示

会
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
〕２
月　

日
�
〜　

日
�〔
場

１８

２４

所
〕
狛
江
駅
改
札
口
ス
ロ
ー
プ
前

〔
問
い
合
わ
せ
〕
計
画
課

　

中
央
公
民
館
保
育
室
は
、
地
域
で

の
お
母
さ
ん
た
ち
の
学
習
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か

な
社
会
生
活
、
成
長
の
場
で
す
。

　

中
央
公
民
館
を
使
っ
て
、
継
続
的

に
学
習
・
文
化
活
動
等
で
保
育
室
を

利
用
す
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

〔
対
象
〕
０
歳
（
首
が
す
わ
っ
て
）

〜
学
齢
前
〔
保
育
日
〕
４
月　

日
�

２４

か
ら
水
・
木
・
金
い
ず
れ
か
の
曜
日

（
春
休
み
・
夏
休
み
・
冬
休
み
期
間

は
あ
り
ま
せ
ん
）〔
時
間
〕
午
前　

時
１０

〜
正
午
〔
費
用
〕
お
や
つ
代
は
実
費

〔
申
込
用
紙
配
布
お
よ
び
受
け
付

け
〕
２
月　

日
�
〜　

日
�
の
平
日

１８

２８

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
先
着
順
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕中
央
公
民
館
�（
３

４
８
８
）
４
４
１
１

■
文
化
の
つ
ど
い
「
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ

ン
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
」

■
こ
ま
え
楽
市

■
平
成　

年
度
中
央
公
民
館
保
育

１４

室
利
用
者
の
募
集

�

■
健
康
づ
く
り
教
室
「
運
動
」

■
文
化
の
つ
ど
い
「
つ
ど
い
寄
席
」

■
「
狛
江
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議

�
ワ
イ
ワ
イ
�
＆
緑
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
」
狛
江
駅
展
示
会
の
お
知

ら
せ

■
育
児
学
級

　

今
、
自
然
破
壊
と
言
う
こ
と
が
叫

ば
れ
て
い
ま
す
が
、
私
は
よ
く
犬
を

連
れ
て
多
摩
川
を
散
歩
す
る
と
時
々
、

残
念
な
光
景
を
目
に
し
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
犬
の
糞
、
空
き
カ
ン
等

を
放
置
し
て
い
く
。
Ｔ
Ｖ
、
家
具
な

ど
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
の
を
見
か
け

ま
す
。
そ
の
反
面
、
両
親
が
自
然
の

大
切
さ
を
教
え
て
い
る
の
か
、
家
族

で
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
い
る
姿
も
目
に
し

ま
す
。
自
然
破
壊
…
…
こ
れ
は
人
間

の
心
の
中
に
あ
る
エ
ゴ
の
行
為
が
、

自
然
を
住
み
難
い
環
境
に
し
て
い
る

の
で
す
。「
人
間
と
自
然
と
の
共
生
を

求
め
て
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

今
、
私
達
が
こ
の
地
球
に
生
き
て
い

く
の
で
あ
れ
ば
、
自
然
と
人
間
の
関

係
は
「
共
生
」
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
人
間
は

自
然
と
の
共
生
な
し
で
は
生
き
て
い

ら
れ
な
い
が
、
自
然
は
人
間
に
そ
ん

な
に
依
存
し
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

で
す
か
ら
人
間
が
主
体
的
に
責
任
を

持
ち
「
ど
の
よ
う
な
状
態
の
自
然
な

ら
ば
人
間
が
生
き
て
い
く
事
が
で
き

る
の
か
」
と
い
う
考
え
方
が
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。
人
間
と
自
然
と
の
関

係
は
、
主
体
は
人
間
で
あ
っ
て
も
両

者
は
二
に
し
て
不
二
で
あ
る
、
こ
う

し
た
考
え
方
が
人
間
と
自
然
と
の
関

係
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。「
自
然

を
粗
末
に
す
る
こ
と
は
、
自
分
の
命

を
粗
末
に
す
る
こ
と
」
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
が
、
自
分
の
で
き
る
こ

と
か
ら
行
動
し
、
真
の
「
水
と
緑
と

太
陽
」
の
地
域
を
創
っ
て
い
き
た
い
。

松村隆さん

元和泉２丁目在住

人
間
主
体
で
理
想
の
自
然
へ

環
　
境
　
を
　
考
　
え
　
る

環
　
境
　
を
　
考
　
え
　
る

�

市
民
の
声

市
民
の
声

�

�

■
栄
養
教
室
「
高
脂
血
症
」

■
マ
マ
パ
パ
学
級

■
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

 
自
動
血
圧
計
が
「
あ
い

と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
」
に
あ

り
ま
す
。　　
　
　

〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
診
療
日
〕　

日
・　

日

１７

２４

〔
受
付
時
間
〕
午
前
９
時
〜　

時
１１

　

分
・
午
後
１
時
〜
４
時　

分

３０

３０

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９

○
狛
江
消
防
署

　
　

�
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

○
東
京
消
防
庁
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ

ス
　
　

�
０
４
２
（
５
２
１
）
２
３

　
　
　

２
３

休
日
診
療

　

時
間　
　
　

２４医
療
機
関
案
内



　　

中
央
公
民
館
の
利
用
団
体
で
、
４

月
か
ら
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
（
展
示
）
の

利
用
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
、
２
月

　

日
�
か
ら
３
月
８
日
�
ま
で
に
申

１５し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。
申
込
用

紙
は
、
中
央
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕中
央
公
民
館
�（
３

４
８
８
）
４
４
１
１

〔
日
時
〕３
月
５
日
�
正
午
か
ら〔
会

場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
費
用
〕

５
０
０
円
〔
対
象
〕　

歳
以
上
（
先

７０

着　

人
）

５０
〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
藤
田

�
（
３
４
８
０
）
２
６
４
０
へ
。　　

　

狛
江
市
ス
ケ
ー
ト
愛
好
会
で
は
、

ス
ケ
ー
ト
の
集
い
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
ご
家
族
・
友
人
を
お
誘
い
合
わ

せ
て
参
加
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
〕
３
月
３
日
�
午
前
７
時　
４５

分
集
合
、
８
時
出
発
、
午
後
６
時
解

散
（
予
定
）〔
集
合
場
所
〕
市
役
所
正

面
駐
車
場
入
口
ス
ロ
ー
プ
〔
場
所
〕

富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
ト
リ
ン

ク
〔
参
加
費
〕
大
人
２
�
０
０
０
円
、

子
ど
も
１
�
７
０
０
円
（
別
途
貸
し

靴
代
８
０
０
円
）〔
定
員
〕　

人
（
申

５０

込
順
）〔
持
ち
物
〕
手
袋
・
帽
子

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
２
月

　

日
�
ま
で
に
狛
江
市
ス
ケ
ー
ト
愛

２８好
会
・
稗
田
�
（
３
４
８
９
）
０
２

０
０
へ
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

紙
粘
土
を
使
っ
て
色
々
な
物
を
つ

く
ろ
う
。

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
前　

時
〜

２３

１０

正
午
〔
会
場
〕
中
央
公
民
館
〔
定
員
〕

　

人
（
先
着
順
）〔
費
用
〕
材
料
代
４

２０５
０
円
〔
持
ち
物
〕
タ
オ
ル
・
エ
プ

ロ
ン

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
２
月

　

日
�
午
前
９
時
か
ら
中
央
公
民
館

１８窓
口
ま
た
は
�
（
３
４
８
８
）
４
４

１
１
へ
。　

　

人
と
動
物
が
地
域
で
上
手
に
生
活

し
て
い
く
た
め
の
ア
イ
デ
ア
や
苦
労

な
ど
を
話
し
合
い
ま
せ
ん
か
。

〔
テ
ー
マ
〕
飼
い
主
の
い
な
い
猫
と

の
共
生
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー

〔
講
師
〕
工
藤
久
美
子
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
ね
こ
だ
す
け
）〔
対
象
者
〕
市
民

〔
定
員
〕　

人
（
予
約
制
）〔
日
時
〕

４０

３
月
２
日
�
午
後
１
時
〜
３
時　

分
３０

〔
会
場
〕
狛
江
調
布
保
健
所

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江

調
布
保
健
所
�
０
４
２
４
（　

）
２

８４

１
２
３
へ
。

　

桃
・
菜
の
花
・
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を

花
材
に
用
い
た
ア
レ
ン
ジ
を
作
り
ま

す
。

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
�
午
前　

時

２３

１０

　

分
〜
正
午
�
午
後
１
時
〜
２
時　

３０

３０

分
�
午
後
３
時
〜
４
時　

分
※
�
�

３０

は
以
前
参
加
さ
れ
た
方
�
は
初
め
て

の
方
対
象
〔
会
場
〕
Ｊ
Ａ
マ
イ
ン
ズ

狛
江
支
店
〔
材
料
費
〕
１
�
８
０
０

円
〔
定
員
〕
各
回　

人
〔
持
ち
物
〕

１５

エ
プ
ロ
ン
・
ハ
サ
ミ
・
筆
記
用
具

〔
申
し
込
み
〕
マ
イ
ン
ズ
シ
ョ
ッ
プ

店
頭
に
て

〔
問
い
合
わ
せ
〕
Ｊ
Ａ
マ
イ
ン
ズ
狛

江
支
店
�
（
３
４
８
８
）
３
４
３
５

　

長
年
宝
飾
を
取
り
扱
っ
て
き
た
講

師
が
、
パ
ー
ル
を
中
心
に
し
て

ジ
ュ
ー
リ
ー
の
楽
し
み
方
や
さ
ま
ざ

ま
な
逸
話
を
、
経
験
の
な
か
か
ら
話

し
ま
す
。

〔
日
時
〕
３
月
２
日
�
午
後
３
時　
３０

分
開
場
、
４
時
開
講
、
午
後
６
時
ま

で
〔
会
場
〕
泉
龍
寺
別
院
〔
講
師
〕

 
海
波
巌
 さ
ん
（
市
内
在
住
）〔
参

か
い
な
み　

い
わ
お

加
費
〕
３
０
０
円　

※
予
約
は
要
り

ま
せ
ん
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江
の
ま
ち
を
考

え
る
会
・
稲
田
�
（
３
４
８
０
）
７

８
１
５

　

ス
リ
ー
オ
ン
ス
リ
ー
（
３
対
３
で

行
う
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）
大
会
を

開
催
し
ま
す
。

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
小
学
生
の
部

１７

午
前
８
時　

分
集
合
、
中
学
生
の
部

４５

午
後
１
時　

分
集
合
〔
会
場
〕
市
民

１５

総
合
体
育
館
〔
対

象
〕
市
内
在
住
・

在
学
の
小
学
校
３

年
生
〜
中
学
生

〔
チ
ー
ム
構
成
〕

小
学
校
３
・
４
年

生
の
部
は
男
女
混

合
、
５
・
６
年
生

の
部
は
男
女
別
、

中
学
生
の
部
は
男

女
別
（
た
だ
し
男

女
混
合
の
場
合
は

男
子
の
部
と
す
る
）
の
チ
ー
ム
と
し
、

１
チ
ー
ム
３
人
（
登
録
メ
ン
バ
ー
は

５
人
ま
で
）
で
試
合
を
行
い
ま
す
。

〔
参
加
費
〕
１
人
１
０
０
円

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
２
月

　

日
�
か
ら
３
月
１
日
�
ま
で
に
参

１５加
費
を
添
え
て
市
民
総
合
体
育
館
�

（
３
４
３
０
）
１
１
４
１
へ
。

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
後
零
時　

２６

３０

分
〜
３
時
受
付
予
定
〔
場
所
〕
パ
レ

ス
ホ
テ
ル
立
川
（
Ｊ
Ｒ
立
川
駅
徒
歩

５
分
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
府

中　

�
０
４
２
（
３
３
６
）
８
６
０

９■
幼
児
の
つ
ど
い　

毎
週
木
曜
日
、

午
前　

時
〜
正
午
〔
内
容
〕
２
月　

１１

２１

日
雪
あ
そ
び
。　

日
お
ひ
な
様
。〔
対

２８

象
〕
幼
児
（
保
護
者
同
伴
）
。
持
ち

物
は
上
履
き
。

■
手
作
り
あ
そ
び　

２
月　

日
�
午

２０

後
３
時
〜
４
時
〔
内
容
〕
つ
な
登
り

人
形
を
作
ろ
う
〔
対
象
〕
小
学
生
以

上
〔
定
員
〕　

人
２０

■
子
ど
も
映
画
会　

２
月　

日
�
午

２７

後
３
時
〜
３
時　

分　

上
映
は
「
ま

３０

ん
が
世
界
昔
ば
な
し
・
マ
ッ
チ
う
り

の
少
女
・
イ
ワ
ン
の
ば
か
」〔
対
象
〕幼

児
（
保
護
者
同
伴
）
か
ら
。

■ 
ハ
ッ
と
フ
ッ
と
ア
ー
ト
！
P
a

r
t
４

▽
展
覧
会「
絵
に
も
不
思
議
な
物
語
」

展
〔
日
時
〕
２
月　

日
�
〜
３
月
８

２５

日
�
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
日
曜

休
み
）　

▽
創
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
一
緒
に
巨
大
黒
板
に
ラ

ク
ガ
キ
し
よ
う
〔
日
時
〕
２
月　

日
２７

�
午
後
２
時
〜
５
時
〔
定
員
〕
小
学

生
以
上　

人
〔
内
容
〕
土
で
絵
の
具

２０

を
作
り
、
一
人
ひ
と
り
大
き
な
顔
を

描
き
展
示
し
ま
す
。

▽
鑑
賞
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　
「
絵
の

探
検
隊
」
１
枚
の
絵
か
ら
自
分
だ
け

の
物
語
を
作
っ
て
み
よ
う
〔
日
時
〕

３
月
２
日
�
午
後
２
時
〜
３
時
〔
内

容
〕
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
子
ど
も
が
一

緒
に
話
を
す
る

◎
プ
レ
イ
ベ
ン
ト　

ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン

テ
ィ
ン
グ
w
i
t
h
子
ど
も
た
ち

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
後
１
時
か

１６

ら
〔
内
容
〕
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
お
も

ち
ゃ
箱
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
よ
う
に
、

人
な
ど
を
た
く
さ
ん
描
き
、
そ
こ
に

子
ど
も
た
ち
が
思
い
思
い
に
顔
を
描

く
。

■
手
づ
く
り
遊
び　
　

日
�
午
後
２

２０

時
か
ら
「
ま
わ
れ
プ
ロ
ペ
ラ
―
こ

す
っ
て
ぶ
ん
ぶ
ん
廻
そ
う
」〔
対
象
〕

幼
児
（
保
護
者
同
伴
）
か
ら
小
学
生
。

参
加
費
無
料
。

■ 
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
大
会　
　

日
�

２７

午
後
４
時
か
ら
〔
対
象
〕
小
学
生
。

参
加
賞
あ
り
。

　

広
い
園
庭
で
、
保
育
園
の
お
友
達

と
一
緒
に
元
気
い
っ
ぱ
い
身
体
を
動

か
し
て
遊
び
ま
せ
ん
か
。
砂
場
や
遊

具
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
お
子
さ

ん
を
連
れ
て
ご
自
由
に
参
加
く
だ
さ

い
。
な
お
、身
長
、体
重
測
定
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

園
の
誕
生
会
も
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
、
誕
生
会
の
様
子
も
ご
覧
く
だ

さ
い
。

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
前
９
時　

２０

４０

分
〜　

時（
雨
天
翌
日
）〔
持
ち
物
〕親

１１

子
と
も
汚
れ
て
よ
い
服
装
で
、
着
替

え
・
タ
オ
ル
等
持
参
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
駄
倉
保
育
園
子
育

て
相
談
室
�
（
３
４
８
９
）
２
４
４

１■ 
幼
児
の
つ
ど
い　
　

日
�
「
お
か

１５

あ
さ
ん
と
は
な
い
ち
も
ん
め
」　

日
２２

�「
か
ら
だ
ポ
カ
ポ
カ
ミ
ニ
運
動
会
」

午
前　

時　

分
か
ら　

時　

分
ま
で
。

１０

３０

１１

３０

〔
対
象
〕
乳
幼
児
（
保
護
者
同
伴
）

参
加
自
由
。
上
履
き
持
参
。

■
ス
ポ
ッ
ト
タ
イ
ム　
　

日
�
、　

２０

２５

日
�
午
後
２
時
か
ら
。　

日
�
午
後

２２

３
時
か
ら
。
２
〜
５
歳
児
向
き
の
製

作
や
手
遊
び
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
を
は

じ
め
ま
す
。
ぱ
ー
く
ル
ー
ム
で
遊
び

な
が
ら
自
由
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
緊
急
一
時
保
育
の
実
施　

緊
急
・

一
時
的
に
保
護
者
の
方
が
家
庭
で
児

童
を
保
育
で
き
な
い
と
き
の
た
め
に

家
庭
福
祉
員
（
保
育
マ
マ
）
宅
で
お

預
か
り
す
る
、
緊
急
一
時
保
育
事
業

を
実
施
し
ま
す
。
対
象
は
、
３
歳
未

満
の
健
康
な
児
童
で
す
。
利
用
希
望

の
方
は
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
若
葉
会
会
食
会

広報こまえ　平成 14年（2002 年）２月 15 日　�

◎
和
泉
児
童
館

　
　

�
（
３
４
８
０
）
１
４
４
１

◎
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　

�
（
３
４
８
９
）
５
４
１
４

◎
駄
倉
保
育
園
園
庭
開
放

◎
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

�
（
５
４
３
８
）
６
６
０
６

■
地
元
生
産
者
に
よ
る
桃
の
節
句
の

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
習
会

■
第　

回
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ａ
塾
（
市
民
講

２８

座
）「
ジ
ュ
ー
リ
ー
（
宝
飾
）
の
話
あ

れ
こ
れ
―
パ
ー
ル
を
中
心
に
」

子
育
て�

�

相
　
談�

野
川
地
域
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
臨
時
職
員
募
集

■ 
少
年
少
女
ス
リ
ー
オ
ン
ス
リ
ー

大
会

〔
勤
務
内
容
〕
運
営
協
議
会
事
務

（
主
に
図
書
室
関
係
）

〔
募
集
人
員
〕
１
人

〔
勤
務
日
〕
指
定
さ
れ
た
日
（
土
・

日
・
祝
日
勤
務
あ
り
）
の
正
午
か

ら
午
後
５
時
ま
で

〔
資
格
〕
パ
ソ
コ
ン
の
で
き
る
方

で
、
市
内
在
住
の　

歳
ま
で
の
方

５０

〔
申
込
方
法
〕
２
月　

日
�
ま
で

２５

に
履
歴
書
（
写
真
添
付
）
を
野
川

地
域
セ
ン
タ
ー
事
務
局
へ
持
参

（
土
・
日
を
除
く
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
）
。
書
類
選
考
の
上
、
後

日
面
接
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
野
川
地
域
セ
ン

タ
ー
事
務
局
�
（
３
４
８
０
）
２

２
１
１

■
平
成　

年
度
中
央
公
民
館
シ
ョ
ー

１４

ケ
ー
ス
の
利
用
申
し
込
み

■
猫
と
の
共
生
プ
ラ
ン

ス
ポ
ー
ツ�

■ 
就
職
相
談
会
（　

歳
以
上
の
就
職

４５

希
望
者
、
集
団
見
合
方
式
に
よ
る
就

職
面
接
・
相
談
会
）　

■
い
き
い
き
広
場
「
粘
土
細
工
を
楽

し
も
う
」

■
ス
ケ
ー
ト
の
集
い

園庭で仲良く遊ぶ子どもたち



　１３回となる“いべんと西河
原”もたくさんの実行委員が結
集しました。さまざまな活動の
成果が発表され、明るく豊かな
交流が図られれば幸いです。
〔問い合わせ〕西河原公民館
�（３４８０）３２０１

日本の伝統芸能に親しむ
『能の舞と能管』舞＝松山隆雄（重
要無形文化財総合指定）、笛＝一噌
幸弘
３月２日�午後２時３０分開場・３時開演、
多目的ホール

◆絵画展＊絵画虹の会／２３・２４日
＊人物を描く狛絵会／２・３日

◆ 水墨画展＊狛墨会／２・３日
◆ 書道展＊和泉書道会＊こま書
道会＊中鋒書道会／２・３日

◆ 写真展＊フォト銀杏／２３日・２４日
＊フォトサークル狛江／２・３日

◆ 陶芸展＊土筆＊陶紅＊陶芸
サークル狛江＊窯遊会＊土と
炎の会（上記５団体による１００
円・２００円陶器市も開催）＊障害
者青年学級

◆ 染色展＊藍の会＊青枝会＊少
年少女「染色」体験教室／２・３日

◆ 生花展＊狛江市華道連盟／２３・
２４日＊すみれ生花会／２・３日

□作品展と体験＊和紙工房「こ
ま」（紙漉き）／２３・２４日＊
クラフトハウス狛江（庖丁研
ぎ・実費）／２・３日

□体験＊パソコン室使用者協議
会／２３・２４・２・３日

◇活動（写真）展＊狛江市国際交
流協会／２３・２４日＊西河原公
民館日本語教室／２４日＊万葉
名歌玉川碑に集う会／２・３日

◇ 活動紹介・交流＊ＷＥＳＴ＊ダ
ンボの会／２３・２４日

●民謡のつどい＊西河原民謡ク
ラブ／２３日

●日本舞踊・篠笛＊舞路会／２日

◎ コーヒーとクッキーをどうぞ
（実費）＆活動展＊狛江ダボハゼ
友の会／２３日

◎ 世界の家庭料理（実費）＊日本語
教室／２４日

◎ ハーブティーとケーキをどうぞ
（実費）＆ハーブ展／２・３日

２３日（土）
９：４５ オープニング
１０：００ 女声合唱＊コーラス「野の花」
１０：３０ 女声合唱＊コール・レーネ
１１：３０ 大正琴＊たんぽぽ・ひなげし
１２：００ フラダンス＊カプアグループ
１２：３０ フラダンス＊レディース・フラ
１３：００ フラダンス＊プアリリア
１３：３０ 和太鼓＊きんたの会
１４：１５ カラオケ＊泉カラオケ
１５：１５ カラオケ＊すみれ歌謡会
１６：０５ カラオケ＊グリーンリーブス
１７：０５ カラオケ＊カラオケあやめ
 ２４ 日 （日）
１０：００ ハンドベル＊狛江ハンドベル

サークル
１０：３０ 新舞踊＊さざなみ会
１１：００ 民謡＊多摩川いずみ会
１１：３０ フラダンス＊ナニフラスタジオ
１２：００ バレエ＊エスポワール
１２：３０ 演奏＊障害者青年学級
１２：４５ 合唱＊日本語教室
１３：００ ウクレレ＊ハウオリウクレレメイツ
１３：３０ カラオケ＊カトレア健康カラオケ

１４：２０ カラオケ＊カラオケ２１
１５：５０ カラオケ＊やよい歌謡会
１８：３０ キッズダンス＊Ｓｏｕｌ
　　　　Ｆｒｅｅｄｏｍ
 ２ 日 （土）
１０：００ フォークダンス＊フォークダン

スサークルダックス
１０：４０ フォークダンス＊狛江ポロネー

ズ
１１：２０ フォークダンス＊クローバーの

会
１２：００ 気功＊中華神通気功クラブ
１３：３０ シャンソン＊シャンソンを楽しく
１５：００ 特別企画『能の舞と能管』
１８：３０ 和太鼓＊鼓響太鼓連狛江
３日（日）
１０：００ 謡曲のつどい＊竹謡会・竹

友会・竹扇会
１１：３０ 変り帯結び＊和の会
１２：００ 邦楽のつどい＊狛江市邦楽

連盟
１６：３０ 沖縄芸能＊うりずんの風
１９：００ ＪＡＺＺ　ＩＮ　ＫＯＭＡＥ

＊イズミスイングオーケストラ

『おはなしのいす』中野区おはなし
グループ／２８日�１５：３０
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　第１３回いべんと西河原
開催の準備 ･後片付けのた
め臨時休館します。
〔日時〕２月２２日� ･２５日
�、３月１日�・４日�の
午後５時以降。

西河原公民館臨時休館日

のお知らせ

■ソシアルダンス・会員募集　
　毎週日曜日午後 7時～９時野川
地域センターでソシアルダンスの
レッスンをしています。基本から。
月会費２,０００円　〔問い合わせ〕ス
テップ２１・石井�（３４８０）６３０７。
■肝炎の会・地域交流会
　２月２４日�午後２時～４時調布
市総合福祉センターでお互いの日
頃の悩みを語り合いましょう。資
料代３００円〔問い合わせ〕小池�
０４２４（８６）６６７７（午後９時まで）
■狛江ほたる村ボランティア募集
　２月１７日�、２４日�午前１０時
～正午狛江水辺の楽校で、親子で
多摩川の自然にふれあいながら河
川林を保全する環境清掃に参加し
ませんか。カマ等持参〔問い合わ
せ〕竹本�（５７６１）２８４４。
■介護保険を上手に使いこなすた
めに～訪問介護を中心に～

　３月２日�午後１時から中央公
民館でケアマネージャーを囲んで
の講演と話し合い〔問い合わせ〕
たすけあいワーカーズなかよし・
原田�（３４８０）２５５３。

■狛墨会（水墨画教室）・会員募集
　毎月第２、４月曜日午後７時～９
時西河原公民館で中国人講師の指
導で行ってます。月会費３,３００円
〔問い合わせ〕梅田�（３４８０）９６７０。
■「春風にのって」第１０回ポップ
アップ絵手紙展

　３月２日�～６日�午前１０時３０
分～午後５時３０分エコルマ１ノタ
リーノ２階で２年に１度の発表会で
す。ぜひお越しください。入場無料
〔問い合わせ〕田畑�（３４８８）７１２６。
■気功体操クラブ・会員募集
　毎週水曜日午前１０時～正午西
河原公民館にて、日本気功整体師
免許取得者の中国人講師の指導で
勉強しています。月会費３,０００円
〔問い合わせ〕�一次（３４８９）５０２４。
■２月の植物散策・狛江植物同好会
　２月２４日�午前９時３０分狛江駅
集合し植物学研究のメッカと言わ
れる小石川植物園へ。参加費４００
円、入園料３００円〔問い合わせ〕
倉持�（３７２９） ５７３２（午後７時以降）
■木曜美術同好会・会員募集
　毎月第２・４木曜日午後１時～４
時岩戸地域センターにて。水彩、
油彩の絵の会です。月会費３,０００円
〔問い合わせ〕伊東�（３４８９）６２３１。

■ソシアルダンス・会員募集
　毎週土曜日午前９時３０分～正午
野川地域センターで初心者歓迎。
月会費２,０００円〔問い合わせ〕ダ
イヤモンド・東�（３４８０）０４３９。
■痴ほう性老人を地域で支える会
　「虹の会」では毎月第１・２・３水
曜日午後１時～４時、痴ほう性老
人のデイサービスと、家族には介
護相談を行ってます。また協力い
ただけるボランティアも募集〔問
い合わせ〕井口� （３４８９）０９９３。
■０歳～就学前児童あつまれ！！

　３月２日�午後１時３０分～３時
３０分あいとぴあセンターで
ニュージーランドの遊び場を体験
しよう〔問い合わせ〕日本プレイ
センター協会・島崎�（３４３０）２７５６。
■カウンセリング入門・いずみカ
ウンセリング研修会

　２月２７日�午前１０時～正午中
央公民館で集いの会を開催。自分
を知り人との係わり、コミュニ
ケーションを学ぶ。参加費無料〔問
い合わせ〕川手�（３４８０）６３５９。
■留学生と一緒！体験版
　２月２４日�午後２時～４時あい
とぴあセンターで、参加費無料〔問
い合わせ〕NPO法人福祉ネット 「ナ

ナの家」・皆河 �０９０（２３３５）８３３９。
■ベビーマッサージのおさそい
　２月２６日�午前１０時～１１時３０
分西河原公民館〔対象〕生後３～
６カ月の乳児とお母さん〔参加費〕
１,５００円〔持ち物〕バスタオル等
〔問い合わせ〕母と子と助産婦の
会・内村�０４２４（８８）９５７５。
■ソシアルダンスレッスン１日無
料体験・ダンスサークル花の会

　毎週日曜日午後１時３０分～４時
根川地区センターで美容と健康を
目的に。多少踊れる方はこの機会
にぜひお越しください〔問い合わ
せ〕杉山�０４２４（８４）７９５６。
■ N.W.F.C（のがわウイングス
フットボールクラブ）

　２月２３日�・２４日�午後２時～
４時第二小学校校庭で小学生を対
象にサッカーの指導。技術向上と
楽しい仲間づくりも。参加費無料
〔問い合わせ〕松沼�（３４８９）７３５２。
■五感の体操クラブ（６０歳以上）
　毎週金曜日西河原公民館で午後
１時～２時３０分と３時～４時３０分（各５
人再募集）。閉じこもり、転倒防止
の体操です。月会費３,０００円〔問い
合わせ〕岡島�（３４６８）０５４３（夜間は
７時～１０時）。
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一
般
に
「
エ
コ
商
品
」
と
い
う
と
、
環
境
に
配
慮
し
た
商
品
を
総
称

し
た
も
の
で
す
。
対
象
と
さ
れ
る
商
品
は
、
文
具
、
雑
貨
、
資
材
、
機

器
か
ら
自
動
車
、
住
宅
な
ど
全
商
品
に
お
よ
び
ま
す
。

　

今
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
球
環
境
の
危
機
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
間

社
会
が
資
源
を
大
量
に
採
取
し
、
大
量
生
産
、
大
量
消
費
、
大
量
廃
棄

を
く
り
返
し
、
自
然
環
境
へ
負
荷
を
か
け
続
け
た
結
果
で
す
。
そ
こ
で
、

こ
の
反
省
か
ら
世
界
的
に
、
資
源
循
環
型
の
社
会
、
経
済
に
転
換
す
る

取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
が
「
エ
コ
商
品
」

の
生
産
と
利
用
で
す
。

　
「
エ
コ
」
は
「
エ
コ
ロ
ジ
ー
」
の
略
で
、
自
然
の
生
態
系
に
影
響
の
少

な
い
と
か
、
環
境
調
和
と
い
っ
た
意
味
合
い
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
エ
コ
商
品
」
を
選
ぶ
際
の
目
安
と
な
る
の
が
、「
エ
コ
マ
ー
ク
」
ラ

ベ
ル
で
す
。
こ
れ
は
、
�
日
本
環
境
協
会
が
一
定
の
基
準
に
か
な
っ
た

商
品
に
対
し
て
、「
エ
コ
」
な
商
品
で
あ
る
と
認
定
し
た
も
の
で
す
。

　
「
エ
コ
マ
ー
ク
」
の
認
定
基
準
は
I
S
O
の
国
際
規
格
が
使
わ
れ
ま
す
。

た
と
え
ば
、
リ
サ
イ
ク
ル
材
料
が
ど
れ
だ
け
使
わ
れ
て
い
る
か
、
省
資

源
製
品
か
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
、
廃
棄
物
に
な
る
も
の
は
少
な
い
か
、

長
寿
命
か
、
再
利
用
や
詰
め
替
え
は
で
き
る
か
、
容
易
に
リ
サ
イ
ク
ル

で
き
る
か
、
な
ど
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
メ
ー
カ
ー
や
生
産
者
団
体
が
表
示
し
た
ラ
ベ
ル
が

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

　
「
エ
コ
マ
ー
ク
」
の
よ
う
な
ラ
ベ
ル
を
目
安
に
消
費
者
が
選
択
し
て
い

く
こ
と
に
よ
っ
て
、
資
源
循
環
の
す
る
環
境
に
や
さ
し
い
社
会
が
育
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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■初釜と新春のつどい　
　１月１３日�中央公民館で、色と
りどりの和服に着替えた外国の
方々とともに、立礼茶席・折紙・
投扇興などで楽しい一日を過ごし
ました。

■エコルマホールで成人式
　この成人式を企画・運営したの
は、新成人代表１１人からなる実行
委員会。苦労して企画した抽選会
は大盛況でした。式後、委員の一
人は「すばらしい式であったこと
を大変うれしく思ってます。多く
の方々に支えられていることを改
めて感じました。」と語ってくれ
ました。

■どんど焼き
　１月１３日�多くの人々が見守る
なか、恒例のどんど焼きが行われ
お正月のお飾りを燃やして今年１
年の無病息災を祈りました。
　ボーイ・ガールスカウトが中心
となり前日地元の竹林より伐採し
た太く長い竹を円すい形に組み上
げカヤ等で囲み作り上げています。

■一中で消防出初め式
　厳しい寒さのなか、７個分団１０８
人の消防団員によって行われまし
た。行進、木遣、小隊操練やポン
プ操法など団員のキビキビした動
作からは、日頃の訓練の成果がう
かがわれます。

■保育園でお餅つき　
　子供用の小さな杵でもお餅つき
は大変な重労働。真剣なまなざし
でお餅との格闘が続きます。でも
一生懸命ついたお餅は格別のおい
しさです。小さなお口を思いっき
り開けてほおばっていました。

■東塚遺跡　
　中和泉１丁目で昨年１２月から２
月中旬までの予定で発掘調査を
行っています。これまでに、真中
に土器を埋めた炉を持つ縄文時代
中期（約４,５００年前）の住居跡や、
粘土で作ったカマドがある平安時
代（約１,１００年前）の住居跡などが
見付かっています。これらは弁財
天池の泉の周りに広がる原始・古
代のムラの一部と考えられ、はる
か昔から人々が生活しやすい環境
であったことがうかがわれます。

■グリーンマーク
古紙を再利用した商品
である表示

■エコマーク
環境を汚さない環境を
改善できる環境保全型
商品である表示

■再生紙使用マーク
古紙利用率がわかる
ようにした表示。
１００は１００％古紙が利
用されている表示


